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WB 1:1000-1:2000,IHC 1:100-1:200

Calculated MW: 38 kDa ; Observed MW: 40 kDa
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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞内の微小管配列の組織化と中心体への微小管の固定に必須である。微小管切断タンパク質KATNA1を中心体に標的とすることで、少なくとも部分的に微小管の組織化を制御する可能性がある。また、マイナス端を指向する微小管モータータンパク質ダイニンの活性を正に制御する。ダイニンを微小管プラス端に標的とすることで、ダイニンを介した微小管の滑りを促進する可能性がある。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	HeLa 細胞溶解物における NUDEL 発現のウェスタン ブロット分析。
	

	すべてのレーンでは、抗体を 1:2K 希釈で室温で 1 時間使用します。
	

	すべてのレーンでは、抗体を 1:2K 希釈で室温で 1 時間使用します。

